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(1)実施概要

３．観光コンテンツプロモーションセミナー

観光マーケティングの基本となるプロモーションの考え方についての総合的な知見と、コンテンツ造成と情報発信の県内での事例を紹介。

内容

テーマ マーケティング視点でのプロモーションの考え方と実践

実施日 2025年1月30日(木) 14:00～16:00

会場 山武合同庁舎 ４階大会議室 など

内容

進行:㈱JTB総合研究所 吉口 克利

❑観光プロモーション・販売の現在と考え方(JTBコミュニケーションデザイン直井氏）
プロモーションの基本的な考え方から最新のデジタルマーケティングまで事例を交えて
説明します。

❑観光コンテンツのストーリー展開とSNSプロモーションについて(FUKU Design企画 代表 福原氏）
卸売市場でコンテンツを造成と、SNSを用いた情報発信について紹介します。

参加者
会場参加: 市町村:1名 観光協会:2名 千葉県:1名 民間団体:2名
オンライン参加: 市町村:13名 観光協会:5名 千葉県:4名
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方 ㈱JTB コミュニケーションデザイン DX推進プロジェクト
Digital Marketing Evangelist 直井 英樹

プロモーションの基本的な考え方から最新のデジタルマーケティングまで事例を交えてお伝えすることで、現在のプロモーションの全
体像を把握していただくことを目的に講義を行った。
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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(2)講義➀観光プロモーション・販売の現在と考え方
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➁ 日本の水産業界の危機的状況と海外進出の道のり 観光コンテンツのストーリー展開とSNSプロモーションについて

FUKU Design企画 代表 千葉水産物仲卸協同組合 専属広告プロデューサー 福原 木綿夏氏

身近な事例として、千葉市地方卸売市場において交流コンテンツを造成し、SNSによる情報発信を行っている福原氏の取り組み
について紹介いただいた。
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(2)講義➁ 日本の水産業界の危機的状況と海外進出の道のり 観光コンテンツのストーリー展開とSNSプロモーションについて
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３．観光コンテンツプロモーションセミナー

(2)講義➁ 日本の水産業界の危機的状況と海外進出の道のり 観光コンテンツのストーリー展開とSNSプロモーションについて

●講義後の質疑応答:

➣直井氏の講義については、講演内で紹介したtriconcierやAIT等の講義内で紹介したソリューションで位置情報をどのように把
握しているのかといった具体的な質問があり、スマートフォンの計測可能なアプリから位置情報の計測が可能なことを説明した。
また、福原氏の講義では、ユーチューバーを呼ぶ際の費用や手配方法に等の質問に対し、具体的な説明を行った。

➣参加者には現在の情報発信、プロモーション、及び先端のデジタルマーケティングの全体像を共有できたものと思われる。
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モニターツアーにおいては、新たな旅行スタイルの考え方を用い、九十九里内のコンテンツの検証を行った。結果として、アドベンチャー・
ツーリズム、アグリ・ヘルス(ガストロノミーツーリズム、ヘルスツーリズムや、インバウンドの視点から見て、各コンテンツが十分なポテンシャルを有
しており、宿泊施設と組み合わせ、コンテンツ同士を組み合わせることで、魅力的な滞在プランを組むことが可能であることが確認できた。
ただし、滞在プランの造成においては、これらのコンテンツを滞在プログラムとして構成し、販売や情報発信の窓口となる団体、事業者等

のコーディネーター的な主体が必要である。

今後の展開としては、今回取り上げた山武地域などで、コーディネーター的人材(地域の人材・団体)を中心としたモデル造りを行うことに
より、完成イメージ（コンテンツの接続、ストーリーづけ、商品化、プロモーション展開のプロセス）を共有し、他エリアでのコンテンツ造りを促
す形が望まれる。

(1)モニターツアーの結果と今後のコンテンツ造成の方向性

４．今年度事業に対する所見及び九十九里としての今後の観光振興に向けた提言

R５年度のワークショップを含め、「九十九里」に対して構成自治体間で共通のイメージが形成されておらず、ブランディングの取り組みに
ついても温度差が感じられる。今後九十九里地域としての連携を促していくためには、各自治体、地域での取り組みを九十九里地域に
関連した取り組みとして紐づけていくための、ブランドコンセプトが必要である。

ブランドコンセプトについては、コンテンツ造成と同様に、コーディネーター的視点とクリエイティブな知見が求められるため、ブランディングの知
見を持つ人材、コーディネーター的位置づけにある団体・事業者等を交えた推進チームによる検討が必要である。推進チームで検討し作
成したブランドコンセプト案を基に、九十九里地域市町村連携チームなどにて議論を行う(年２～３回の説明会・ワークショップ等)形で、
構成自治体とビジョンを共有していくプロセスが必要である。

(2)地域連携／プレイス・ブランディング

ブランドコンセプトの設定後に、コンセプトに紐づく観光等の取り組みや造成した観光コンテンツ等の情報を集約し発信していくサイトを
構築し、継続的に情報を蓄積していくことで、九十九里地域としてまとまったイメージ形成を促すことができる。
ブランド推進チームによる立ち上げを想定。

(3)情報発信等におけるプラットフォーム(集約型サイト）の構築
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委託契約書及び仕様書に基づき、下記のスケジュールで業務を進めました。

5．業務実施スケジュール

スケジュール目安

9月 下旬

10月

上旬

中旬

下旬

11月

上旬

中旬

下旬

12月

上旬

中旬

下旬

1月

上旬

中旬

下旬

2月

上旬

中旬

下旬

3月
上旬

中旬

下旬

コンテンツ選定

モニターツアー
造成

モニターツアー実施

検証結果報告会＆WS

検証結果の整理

セミナー準備

官民連携＆広域連携セミナー

販売・プロモーションセミナー

報告書・提言
のとりまとめ

最終報告／納品

業務計画書作成


